


























した。そのタイトルは「The Jungle Gym: 


















































































別 し 、 conversation で は な く 、
communication を教えることがこのジレ
ンマを乗り越えるのに有効な手立てで
あると考えるようになる。   
 ショールズさんが立教大学で直面し
た問題は、日本の大学における英語教育
がこれまで直面してきた問題であり、彼
の解決方法はこの問題に対する理論と
実践とに裏打ちされた有効な方策であ
る。英語教育では、ある問題を解決して
もまた新たな別の問題が発生し、その問
題を解決する事が新たな問題の発生原
因になり、それがさらに新たな問題解決
を迫られるという事がよく起こる。そう
ならば、何も問題を解決しないことが新
たな問題を起こさない唯一方法ではな
いかという理屈も成り立つが、私はそう
は思わない。問題を問題としてしっかり
と認識し、それを解決すべく様々な方法
論を提案し、実行し、検証してゆく過程
こそが英語教育を発展させる方法論で
あり原動力であると考える。これを真摯
なまでに立教大学英語教育の場で実践
したのがショールズさんなのである。 
 
とりかい しんいちろう 
（本学法学部教授、英語教育研究所所長） 
